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富士市立高等学校 (新)体操服等選定プロポーザル実施要領 

 

１ 目的 

この要領は、令和７年度から本校生徒が着用する新たな体操服等の製造・販売に関わ

る事業者を選定するのに当たり、必要な事項を定めるものとする。 

 

２ 概要 

(1) 物 品 名 富士市立高等学校 (新)体操服等 

①ジャージ （上） 

②ジャージ （下） 

③長袖シャツ 

④半袖シャツ 

⑤ハーフパンツ 

⑥体育館シューズ 

⑦個人ネーム 

⑧水泳帽 

⑨柔道衣 

(2) 仕    様  「富士市立高等学校 (新)体操服等仕様書」のとおり 

(3) 契約期間  契約締結日から令和 10 年３月 31 日まで 

          但し、双方の合意があれば契約期間の延長をするものとする。 

 

３ 選定方法 公募型プロポーザル方式 

 

４ 担当課（問合せ先） 

  郵便番号 ４１７-０８４７ 静岡県富士市比奈１６５４番地 

富士市立高等学校 事務室（担当 吉野） 

電話番号 ０５４５-３４-１０２４ 

ＦＡＸ番号 ０５４５-３８-３２２３ 

メールアドレス ky-ichiritsu@div.city.fuji.shizuoka.jp 

 

５ 参加資格等 

（1）参加資格 

本プロポーザルに参加することができる者は、次に掲げる事項を全て満たすものとす

る。 

① 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しない

者であること。 

②  会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始、民事再生法（平

成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始又は破産法（平成１６年法律第７５
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号）に基づく破産手続開始の申立てをしていない者及びこれらの申立てがなされてい

ない者であること。 

③ プロポーザル参加表明書等の提出期限の日までに、「富士市工事請負契約等に係る

指名停止等措置要領」又は「富士市物品購入等の契約に係る指名停止等措置要領」に

基づく指名停止の措置を受けていない者であること。 

④ 次に掲げる要件のいずれにも該当しない者であること。 

ア 役員等（業務を執行する社員、取締役、執行役若しくはこれらに準ずる者又は相

談役、顧問その他いかなる名称を有する者であるかを問わず、法人に対し業務を執

行する社員、取締役、執行役若しくはこれらに準ずる者と同等以上の支配力を有す

るものと認められる者をいう。以下同じ。）が暴力団員等（暴力団員による不当な行

為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規定する暴力団

員又は暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者をいう。以下同じ。）である

と認められる者 

イ 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に規定す

る暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員等が経営に実質的に関与していると認め

られる者 

ウ 役員等が自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を

加える目的をもって、暴力団又は暴力団員等を利用したと認められる者 

エ 役員等が直接的又は積極的に暴力団の維持及び運営に協力し、又は関与している

と認められる者 

オ 前各項目に規定するもののほか、役員等が暴力団又は暴力団員等と密接な関係を

有していると認められる者 

 ⑤  体操服等の製造設備を有し、自ら製造を行う会社であること。 

（2）参加条件 

① 新しい体操服等を令和７年度に富士市立高等学校に入学する生徒へ納入可能である

こと。 

 ② 富士市立高等学校の地域性や運営方針を理解し、企画・製造・販売・アフターフォ

ローに責任を持って携われること。 

 ③ 継続性のある製品を納入できること。 

 ④ 販売方法等について、できる限り富士市内の販売店と連携するなど保護者等が購入

しやすい環境を整えられること。 
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６ 公募開始から契約締結までの日程 

本プロポーザルによる受託者特定までの日程は、次のとおりとする。なお、日程は都

合により変更する場合がある。 

No. 項目 実施日 備考 

１ 公告 令和６年５月 29 日（水） 
富士市立高等学校ウェブ

サイトへの掲載 

２ 
参加表明に関する質問

書提出期限 
令和６年６月３日（月） 電子メールのみ受付 

３ 
参加表明に関する質問

回答日 
令和６年６月５日（水） 

富士市立高等学校ウェブ

サイトへの掲載 

４ 
参加表明書及び参加資

格確認書類提出期限 
令和６年６月７日（金） 持参又は郵送による提出 

５ 参加資格確認結果通知 令和６年６月 12 日（水） 電子メールによる通知 

６ 
企画提案書等に関する

質問書提出期限 
令和６年６月 17 日（月） 電子メールのみ受付 

７ 
企画提案書等に関する

質問回答日 
令和６年６月 21 日（金） 

富士市立高等学校ウェブ

サイトへの掲載 

８ 企画提案書等提出期限 令和６年６月 28 日（金） 持参又は郵送による提出 

９ 参加辞退届の提出期限 令和６年６月 28 日（金） 持参又は郵送による提出 

10 
プレゼンテーション及

びヒアリング 
令和６年７月２日（火）  

11 
優先交渉権者の特定等

結果通知 
令和６年７月上旬 電子メールによる通知 

12 契約 令和６年７月中旬  

 

７ 参加表明に係る質問の受付及び回答 

本プロポーザル参加表明に係る質問及び回答については、下記のとおりとする。 

(1) 受付期間 令和６年５月 29 日（水）から同年６月３日（月）まで（最終日は、午

後３時までとする。） 

(2) 受付方法 「参加表明に関する質問書（様式－１）」質問書に記入の上、電子メー

ルで送付すること。 

なお、電子メール以外での質問は一切受け付けないものとする。 

メールアドレス ky-ichiritsu@div.city.fuji.shizuoka.jp 

電話番号 ０５４５-３４-１０２４ 

(3) 質問回答日 令和６年６月５日（水） 

(4) 回答方法 富士市立高等学校ウェブサイトに掲載する。 

(5) その他 質問に対する回答内容は、富士市立高等学校 (新)体操服等選定プロポー

ザル実施要領の追加又は修正として取り扱うものとする。 
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８ 参加表明書等の提出 

(1) 提出期間 令和６年５月 29 日（水）から同年６月７日（金）までの午前８時 15分

から午後４時 45 分まで（最終日は、午後３時までとする。） 

(2) 提出先 富士市立高等学校 事務室 

(3) 提出方法 持参（日曜日、土曜日及び祝日を除く。）又は郵送（提出期限までに必

着のこと。） 

(4) 提出書類 指定の様式による 

No. 提出書類 様式 提出部数 

１ プロポーザル参加表明書 様式－２ １部 

２ 会社概要書 任意様式 １部 

 

９ 参加資格要件の審査結果通知 

プロポーザル参加表明書、会社概要書で参加資格要件を満たすと認めた参加表明者に

ついては、本プロポーザルの「参加資格者」である旨の結果を令和６年６月 12日（水）

に参加表明者全員に電子メールで「プロポーザル参加資格確認結果通知書」により通知

する。 

  参加資格者として選定されなかった理由の説明を求める場合、「プロポーザル参加資格

確認結果通知書」を電子メールで送付した翌日から起算して５営業日以内に書面（任意

書式）にて行うものとし、請求に対する対応は、書面にて回答するものとする。 

 

10 企画提案書等の提出 

(1) 提出期間 令和６年６月 12 日（水）から同年６月 28 日（金）までの午前８時 15

分から午後４時 45分まで（最終日は、午後３時までとする。） 

(2) 提出先 富士市立高等学校 事務室 

(3) 提出方法 持参（日曜日、土曜日及び祝日を除く。）又は郵送（提出期限までに必

着のこと。） 

(4) 提出書類等    提出書類等は下記のとおりとする。 

No. 提出書類等 提出数 様式等 

１ 企画提案書 
14 部 

（正本１部、副本 13 部） 
任意様式（Ａ４縦） 

２ 製品サンプル 

各種１点(柔道着は除く) 

 シャツ・パンツ：Lサイズ 

体育館シューズ：27cm 

水泳帽：フリーサイズ 
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(5) 記載内容    下記の内容は、企画提案書に記載すること。 

No. 提出書類 記載内容 

１ 企画提案書 

・提案者（住所・所在地、名称、代表者、担当者、 

連絡先、会社概要）  

・県内公立高校への過去５年間の体操服等の納入実績 

・基本コンセプト 

・デザイン画 

①②ジャージ（上下）前面／背面（各 1枚） 

③長袖シャツ 前面／背面（各 1 枚） 

④⑤半袖シャツ、ハーフパンツ 

 前面／背面（各 1枚） 

⑤体育館シューズ 

⑥個人ネーム 

⑦水泳帽 

⑧柔道衣 

・素材・機能の特徴 

・販売価格 

・納品までの対応スケジュール 

・製造・販売・修理・追加購入等の体制、方法 

 

(6) 留意事項 

ア 企画提案書の提出後における書類の追加、修正及び再提出は原則認めない。 

イ 企画提案書の内容は、企画提案者が責任を持って必ず履行できる内容とすること。 

ウ 提出された企画提案書は、当該企画提案者に無断で二次的な使用は行わない。 

  エ 書類の作成に用いる言語は日本語とし、企画提案書等の一部に日本語以外の言語

を使用する場合は、同一ページ内に注釈を付けること。 

  オ 文字の大きさは、原則として 11 ポイント以上とすること。 

 

11 企画提案書等提出に関する質問の受付及び回答 

企画提案書及び仕様書等に関する質問は、提出書類の作成に係るものとし、審査（評

価）に係る質問は、受け付けないものとする。 

(1)  受付期間 令和６年６月 12 日（水）から同年６月 17 日（月）まで（最終日は、午

後３時までとする。） 

(2) 受付方法 「企画提案書等提出に関する質問書（様式－３）」に記入の上、電子メー

ルで送付すること。 

なお、電子メール以外での質問は一切受け付けないものとする。 

(3) メールアドレス  ky-ichiritsu@div.city.fuji.shizuoka.jp 

mailto:ky-ichiritsu@div.city.fuji.shizuoka.jp


6 
 

(4) 質問回答日 令和６年６月 21日（金） 

(5) 回答方法 富士市立高等学校ウェブサイトに掲載する。 

(6) その他 質問に対する回答内容は、本要領の追加又は修正として取り扱うものとす

る。 

 

12 プロポーザル参加辞退届の提出 

参加表明をした者が本プロポーザルへの参加を辞退する場合は、下記のとおり「プロ

ポーザル参加辞退届（様式－４）」を持参又は郵送にて提出すること。 

(1) 提出期限 令和６年６月 28 日（金）午後３時 

(2) 提出先 富士市立高等学校 事務室 

(3) 提出方法 持参（日曜日、土曜日及び祝日を除く。）又は郵送（提出期限までに必

着のこと。） 

 

13 プレゼンテーション及びヒアリング 

(1) 日時 令和６年７月２日（火）詳細の時間は、別途通知する。 

(2) 実施場所 富士市立高等学校 ２階 ＰＩＲ① 

(3) 出席者 出席者は、３人以内とする。 

(4) 所要時間 企画提案者当たり 15 分以内とする。 

（提案者からの説明 10分、質疑応答５分） 

(5) 実施の順番 企画提案書の受付順とする。 

(6) その他 

 ア プレゼンテーション及びヒアリングの際、出席者は、名札を着用すること。 

イ  説明は提出資料のみを用い、追加資料の持込みは認めない。 

ウ プレゼンテーションに当たって機器（パソコン等）が必要な場合は、企画提案者

で用意すること。ただし、プロジェクター（接続可能な端子はＨＤＭＩ又はタイプ

Ｃ）及びスクリーンは、学校で用意する。 

エ 必要機器のセッティング及び片付けの時間は、提案者からの説明（10 分）に含め

ないものとする。 

オ  プレゼンテーション及びヒアリングは、非公開で実施する。 

カ 参加表明者が１者の場合、プレゼンテーション及びヒアリングは行わず、企画提

案書をもとに要領 15 の審査を行い、特定・非特定を決定する。 
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14 評価項目及び評価基準 

企画提案書・プレゼンテーションに対する評価項目及び評価基準 

※プレゼンテーションを実施しない場合も下記評価基準をもとに審査を実施する。 

評価 

対象 

評価 

項目 
評価の着眼点（評価基準） 配点 

企
画
提
案
書
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

事業者 企業の信頼性 ・信頼性・継続性の評価 20 点 

製 品 の

妥当性 

コンセプト・デ

ザイン 

・メインカラー等のデザインにおける本校の教育方針

等との整合性 
20 点 

素材 ・保湿性、速乾性、伸縮性、機能性、肌触りなど 20 点 

価格 ・現体操服の購入価格との比較における妥当性 20 点 

納品・ア

フ タ ー

ケア 

納品までの工

程 
・納品までの対応スケジュールの妥当性 20 点 

販売・修理の体

制 

・保護者等に配慮し、販売・修理等を責任もって対応

できるか。 
20 点 

 

 

評価項目及び評価基準は、各基準を２０点満点（計１２０点満点）で評価する。 

評価点 採点基準 

２０ 特に優れている（趣旨以上の効果が期待でき、特に評価できる） 

１５ 優れている（趣旨以上の効果が期待できる） 

１０ 普通（趣旨に合致している） 

５ 劣る（趣旨に一部合致していない） 

０ 著しく劣る（趣旨に合致しておらず、効果を期待できない） 

 

15 審査及び優先交渉権者の特定等 

(1) 審査方法等 

ア 企画提案書の審査は、審査委員会で行う。 

イ 提出された企画提案書の内容、プレゼンテーション及びヒアリングにより、審査

委員が、本要領 14で定める「評価項目及び評価基準」に基づき得点を付け、最も高

い企画提案者を優先交渉権者とし、２位の者を次点者として特定する。 

ウ 本要領５に定める「参加資格要件」及び本要領 10に定める内容を満たさない企画

提案書は失格とする。 

エ 適切な提案がない場合（評価項目及び評価基準点の合計点が５０点未満）には、

優先交渉権者として特定せず、全者において適切な提案がない場合は、プロポーザ

ルの手続きを中止することがある。 

(2) 審査結果の公表 

ア 企画提案者には、「プロポーザル企画提案書等審査結果通知書」を、令和６年７月

上旬電子メールにて送付する。 

イ 審査結果については、優先交渉権者及び次点者を、令和６年７月上旬に富士市立
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高等学校ウェブサイトで公表する。 

ＵＲＬ https://fuji-ichiritsu.jp/ 

ウ 審査結果に関する異議申立ては一切受け付けない。 

エ 企画提案者は、審査の経緯及び結果の説明並びに自己の合計点及び順位の開示を

求めることができる。この場合、「プロポーザル企画提案書等審査結果通知書」を電

子メールで送付した翌日から起算して５営業日以内に書面（任意様式）にて請求す

るものとし、本市は書面にて回答する。なお、評価内容の開示は一切行わない。 

 

16 契約の締結 

(1) 契約交渉 

 審査の結果、優先交渉権者を特定し、本業務の仕様の協議及び確認等の契約交渉を

行う。ただし、下記のいずれかに該当し、優先交渉権者と契約が締結できない場合に

は、次点者と契約交渉を行う。 

ア 優先交渉権者が審査後、本要領５に定める「参加資格等」を満たすことができな

くなったとき。 

イ 優先交渉権者と契約交渉が成立しないとき。 

ウ 優先交渉権者が本契約の締結を辞退したとき。 

エ その他の理由により優先交渉権者と本契約の締結が不可能となった場合 

(2) 契約締結日 令和６年７月中旬（予定） 

 

17 業務の範囲 

本業務の範囲は別紙「仕様書」を基本とするが、富士市立高等学校の判断により契約

締結時において、優先交渉権者が企画提案書により行った追加提案等の内容を追加又は

変更できることとする。 

 

18 その他（留意事項） 

(1) プロポーザル参加表明書及び企画提案書等が以下に該当する場合は、無効となる場

合がある。 

ア 提出方法、提出先及び提出期限に適合しないもの 

イ 指定する様式及び記載上の注意事項に示された条件に適合しないもの 

 (2) 失格となる企画提案者 

ア 提案内容が以下に該当する場合は、失格とする。 

 (1) 本要領 13「プレゼンテーション及びヒアリング」で定めるプレゼンテーショ

ンに出席しない場合 

(2) 企画提案書に虚偽の内容を記載した場合 

イ 企画提案者が以下に該当する場合は、失格とする場合がある。 

(1) 本要領に定める手続き以外の方法により、審査委員又は関係者に本プロポー

ザルに対する援助を直接若しくは間接に求めた場合又は不正な行為をしたと認

https://fuji-ichiritsu.jp/
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められる場合 

(2) プレゼンテーション時の説明において、追加資料を提出した場合又は企画提

案書の記載内容以外を説明した場合 

(3) その他審査委員会が不適格と認めた場合 

(3) 提出書類の記載内容に関する責任は、企画提案者が負うものとする。 

(4) 書類の作成、提出、プレゼンテーション、ヒアリング等に係る全ての費用は、参加

者の負担とする。 

(5) 提出された書類及び製品サンプルの返却はしないものとする。 

(6) 電子メール等の通信事故については、学校はいかなる責任も負わない。 

 

19 様式一覧【別紙「様式集」参照】 

様式番号 様式名 
要領の 

該当箇所 
備考 

様式－１ 参加表明に関する質問書 要領７  

様式－２ プロポーザル参加表明書 要領８  

様式－３ 企画提案書等提出に関する質問書 要領 11  

様式－４ プロポーザル参加辞退届 要領 12  

 


